
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある可能性があります。写真の地蔵は、

寛政 8 年(1796)４月に建立されたもの

で、「熊慶寺の尼さんを弔うために建立

された」と伝えられています。台座には

建立に協力した地域の人々の名前のほ

か、寿徳寺本寺の大泉寺(町田市下小山

田)、寿徳寺末寺の大福寺(多摩市貝

取)、高西寺(同連光寺)、観蔵院(同東寺

方)、東光寺(町田市別所)の名が刻ま

れ、江戸北八丁堀松屋町の石工・小右衛

門が製作したことがわかります。 

地蔵のそばにある庚申塔は、珍しい

書体が用いられ、「見ざる・言わざる・

聞かざる」の三猿が「参匹捐」という文

字で示されるなど、ユニークな姿をし

ています。この庚申塔も寛政 8 年冬に

建立されたもので、「講中 熊慶寺」と

地域の人々の名が刻まれています。 

熊慶寺は明治 7 年(1874)に廃寺とな

り、最後に住んだのは「白明祖禅尼首

座」という尼僧でした。尼僧は熊慶寺

が廃寺となった後、千葉県の不動院に

移り、明治 16 年に亡くなったとされて

います。なお、熊慶寺の什物
じゅうもつ

であった

伝・弘法大師像、地蔵立像は、寿徳寺に

引き取られ、現存しています。 

現在では建物も無くなり、その存在

を知ることが難しい熊慶寺ですが、井

戸や石仏などの痕跡や伝承、寿徳寺に

残された資料が、その姿を私たちに雄

弁に伝えてくれるのです。 

参考文献：パルテノン多摩 2012『消えた寺が語る

もの～多摩市の廃寺と寿徳寺の周辺～』 

関戸の熊野神社の入口には、大きな

お地蔵さんのほか庚申塔などが立ち並

んでいます。実はこれらの石仏は熊野

神社の隣にあった寺院・熊慶寺
ゆ う け い じ

の名残

りでもあるのです。 

熊慶寺は熊野神社を管理した別当寺

で、現在、熊野神社境内にある井戸も

熊慶寺のものと伝えられています。熊

慶寺の存在は、伝承だけではなく史料

上でも確認できます。文政 13 年(1830)

に完成した地誌『新編武蔵風土記稿』に

は以下の記載があります。 

「熊慶寺 境内除地五畝 貝取村の

接地にあり 無量山と号す  曹洞宗 

寺方村寿福（徳ヵ）寺末 開山開基及び

起立の年歴を知らず 客殿五間に三間

半 本尊釈迦木の立身一尺二寸なるを

安置す」 

これによれば、熊慶寺は 5 畝(約 150

坪)の境内地に、5 間×3 間半(約 17.5

坪)ほどの客殿を持ち、釈迦の木像を本

尊とする、曹洞宗の寿徳寺(多摩市桜ケ

丘)の末寺でした。開山の年代や開基は

不明ですが、江戸時代前半の寛永 18 年

(1641)に存在していたことが確認で

き、天明６年(1786)の熊野神社棟札に

も「別当熊慶寺了為」という記載が見ら

れます。なお熊慶寺は尼寺とされてい

ますが、古くは寿徳寺の前住職が住む

など、隠居寺として使用された時期が 

 

 

 

 

 

 

 

前回記した多摩ニュータウン（以下：

ＮＴ）の街のつくられ方の独特な特徴

の他、この街の魅力の一つは健全な

community：市民活動が根付いている

ことだと思います。多摩市は多摩地域

の自治体の中では人口当たりのＮＰＯ

法人数がトップクラスであること、が

それを示しているとも言えます。 

 市民活動とは若干意味合いが異なり

ますが、このＮＴの団地自治会・管理組

合は、賃貸、分譲に限らず、しっかりし

た活動を継続しており、この街を健全

な姿に維持することに寄与していま

す。一つの事例として、例えば 2013 年

に大規模な団地建て替えを実現した諏

訪２丁目団地の成功は、永い間の自治

会の結束した地道で着実な努力が実を

結んだものと言えます。 

 このＮＴの community 活動の歴史

の中で特徴的なものの一つに、1970 年

代に展開された諏訪・永山地区を中心

とした「なかよし文庫」の活動を挙げ 

ておきたいと思います。初期入居が始

まった直後、地域には図書館などの地

域公共施設は全く未整備の状況でし

た。子供達に読書の機会を提供しよう

と、母親達の「文庫活動」が始められ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。当初は何人かの母親達を中心

として、子供達にとって良質な本を持

ち寄り、共有しあうことから始まり、

「読み聞かせ」などの活動も拡がりま

した。この活動が、例えば 1979 年の諏

訪図書館の開館へと結びついたなど、

今日の多摩市におけるコミュニティセ

ンターのネットワーク整備などに寄与

したと言えます。 

近年の活動の中では、「福祉亭」の存

在が注目されます。2001 年永山商店街

の空き店舗を改造して始められたこの

ボランティア活動は既に 20 年の活動

歴があります。住民の高齢化が顕在化

している諏訪・永山地区では、単身居

住高齢者などの孤立が懸念されます。

こうした人々に外出を促し、様々な交

流の場を提供しているのが「福祉亭」 

です。昼食や喫茶の提供がありゲーム

や知的活動などの教室も開かれていま

す。あくまでも自由な参加・交流の場

所ですが、高齢者にとっての身近な交

流の場・身の寄せ所であり、そして運

営する側のボランティアの人々にとっ

ては見守りの場でもあります。 

「からきだ菖蒲館」利用者の居住地

域は、皆さん未だお若く、新しい街で

すが、ここでもこの館を中心として

様々な community 活動が根付き、市民

生活を豊かにすることに寄与している

と感じます。多摩ＮＴの大きな魅力の

一つと考えます。 

しょうぶかん 
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※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ定休日：第 2・第 4 月曜日  

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（３５） 

 

関戸・熊野神社と熊慶寺 尼寺の痕跡 ①  

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学非常勤講師。 

上野  淳  多摩ニュータウン物語（３） 

筆者紹介：上野 淳(うえの じゅん) 
東京都立大学名誉教授・工博。前学長。専
門は建築計画・地域計画。多摩市在住 30 年。
著書に‘多摩ニュータウン物語’など。 

コミュニティとしての多摩ニュータウン 

ある日の福祉亭の光景 

アイルランド出身。
アイリッシュロッ
クバンド Johnson’s 
Motorcar の人気ギ
タリスト。クラシッ
クからアイルラン
ド伝統音楽、ラテン
ジャズまでオール
マイティな実力と
愉快な人柄で聴衆
を魅了し続ける。 

ドラム・パーカッシ
ョン奏者、パフォー
マーとして様々なジ
ャンルで活躍してい
るアーティスト。＜
アートドラム＞なる
ものを目指し、女性
ならではの愛情と情
熱を込め唯一無二の
rinamame サウンド
を響かせている。 

◆ １２月１７日(土) 17:30開場 18:00開演  

会  場 ： ロビー 

入場料 ： ￥５００  

定  員 ： ５０名 要予約（受付 10/23 14:00～） 

出  演 ： MiMi、Blacko、rinamame  

曲  目 ： パッヘルベルのカノン、異邦人、 

アイリッシュ音楽 ほか 

主  催 ： 文化部会 

国立音楽大学ピアノ
科卒。独学でハンマー
ダルシマーを習得し 
東京を中心に演奏活
動 や 教 室 を 展 開 。
2017 年 NHK 紅白歌
合 戦 で SEKAI NO 
OWARI サポート演
奏、BS ジャパン「お
んがく交差点」などメ
ディア出演多数。 

■ MiMi (ハンマーダルシマー) ■Blacko (ギター) 

 

■rinamame (パーカッション) 

ハンマーダルシマー 

MiMi サイト 

  

熊野神社地蔵 庚申塔 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リース寄せ植え 体験会 

～ クリスマス、正月はもちろん 春まできれいに ～ 

☆期 間：11 月 19 日(土) 14:00～16:00 
☆場 所：菖蒲館 中庭 

☆定 員：10 名(要予約) 

☆参加費：1000 円 

☆受 付：10 月 23 日(日)14:00～ 

☆講 師：大場 恵氏 

☆主 催：まちづくり部会 

ステンドグラス教室 

～ はんだごてを使って自分だけの☆を作ってみよう ～ 

☆期 間：11 月 19 日(土) 10:00～ 
☆場 所：児童館 工作室 

☆定 員：８名(小学 1 年生以上、保護者同伴必須) 

☆参加費：500 円(材料費込み) 

☆受 付：10 月 23 日(日)14:00～ 

☆主 催：文化部会 

 

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 1 月 3 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 133 回 11 月 20 日(日) 9:00～11:00 

     第 134 回 12 月 18 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時：11 月 19 日(土) 10:00～ 
     12 月 17 日(土) 10:00～ 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 
※この活動は一般財団法人            の助成を受けています 

菖蒲館ウォーキング 

～ 豊ヶ丘第２公園方面 ～ 

☆日 時：11 月 29 日(火) 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：上之根大通り(モミジバフウ)⇒豊ヶ丘第 2 

公園(モミジ) 

 

 

 

 

 

 

詳細は掲示板およびホームページで。 

☆定 員：20 名 当日受付 

☆参加費：100 円(保険代ほか) 

☆主 催：健康･スポーツ部会 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時：11 月 15 日(火) 14:00～16:00 

     ※12 月は休みです。次回は 1 月 17 日(火)を予定 

☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 
※相談員は社協・包括の職員｡相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

 

キッズクラフト 

～ 育てた綿の実と布でクリスマスリース作り ～ 

☆日 時：11 月 12 日(土) 14:00～ 

☆場 所：2 階ホール 

☆定 員：20 名 

☆参加費：100 円(材料費込み) 

☆受 付：唐木田児童館 10 月 29 日(土)10:30～ 

☆主 催：文化部会 

☆共 催：唐木田児童館 

お正月しめ縄飾り教室 

来年の願いを込めて藁に撚(よ)りをかけて捩(もじ)る 

☆日 時：12 月 10 日(土) 14:00～ 
☆場 所：2 階ホール 

☆定 員：８名 

☆参加費：1000 円 

☆受 付：10 月 23 日(日)14:00～ 

☆内 容：鶴牧西公園で採れた稲わらを使ってお正月 

のしめ縄を作ります。 

☆主 催：文化部会 

ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト 

～ フレイル予防測定会 ～ 

☆日 時：12 月 3 日(土) 14:15～16:00 
☆場 所：２階ホール 

☆参加費：無料(当日は直接会場へ) 
     ※ 歩行測定があります。動きやすい服装、滑ら 

ない上履きでご参加ください。 
☆講 師：国士舘大学 

多摩センター地域包括支援センター 
多摩市高齢支援課 

☆主 催：福祉部会 

一本杉公園 

 

 

 

  

こどもたちの Xmasカード展 

～ Xmas カードに願いを込めて ～ 

☆期 間：11 月 15 日(火)～12 月 25 日(日) 
☆場 所：１階ギャラリー 

☆作 品：南鶴牧小学校児童 

大松台小学校児童 

☆主 催：文化部会 

※12 月 10 日開催｢しめ縄飾り教

室｣との両講座へのお申込み
はできません。 

 

※11 月 19 日開催｢リース寄
せ植え｣との両講座へのお
申込みはできません。 

 


